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あとがき 

 この夏は例年になく暑く、体調を崩された方も多いと思いますが、本号は会員各位のご協力により順

調にVol.22 No.1 を発行する事となりました。第30 回日本消化吸収学会で発表された記念講演、特別

講演、招聘講演、シンポジウムおよびサテライトシンポジウムで発表されたものを論文化し掲載しており

ます。消化器領域においても遺伝子発現に関する研究も盛んに行われるようになり、かなり専門的な内

容となってきており、全面的な頭の切り替えも必要となってきました。従って論文の内容も年々濃いもの

となっており、編集を担当する一人としても本誌の将来も明るいものと考えております。学会賞も設定さ

れ第3 回目となり、若い研究者の研究の一助となり、将来の大きな飛躍に結びつけば幸であります。 
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